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第 2 章においては，アノレコーノレの電解酸化過程において生成するアノレコキシラジカ jレの二重結合へ
の付加反応が検討され，特に芳香族オレフィンでは好収量でジアノレコキシ誘導体が合成されることが
明らかにされたロスチレン， αーメチノレスチレン，インデン， 1， 1- ジブェニノレエチレンとメタノーノレ
の反応ではいずれの場合もジメチノレエーテノレ誘導体が，またエタノーノレとの反応ではジエトキシ誘導
体が好収量で得られることが示され，これらジアノレコキシ誘導体の最も簡便かっすぐれた合成法であ












































第 2 編 (3 主主からなる)は第 1 析における研先を基として一酸化炭素加圧下における反応を試み，
O 
1 
アノレコキ、ン基は一酸化炭宗と反応して RO ・十 C ニ O →・ C-ORのようにしてカノレボキシ基が生成す
















の生成，ついでア jレコキシ基のアノレキ jレベンゼンのアノレキノレ基への導入法を確立せしめ， さらにこれ
を基礎として一酸化炭素との加圧反応によるカノレボアノレコキシ基の生成を確認し， 乙れが白金力 jレボ
ニノレの作用によってスチレンからの桂皮酸エステノレの生成を可能ならしめたことは，この方面の工業
的な基礎を確立したもので，本論文は博土論文として価値あるものと認める。
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